救急車の適正利用を

～救急車を本当に必要とする人のために
皆さんのご理解とご協力をお願いします～

高山市消防本部では、現在１２台の救急車(白川村１台、非常用救急車含む)を配備し、24時間体制で救急事故に対応しています｡救急車の出場件数は、年々増加傾向にあり､高山市だけでなく全国的に増加しており､今後もこのまま増えつづけると救急車が不足してしまう恐れが懸念されます｡
救急車は、緊急に病院へ搬送しなければならない場合や他に病院へ搬送する手段が無い場合に活用するよう定められています｡軽い病気やけが又は早く診察してもらえる、病院までの移動手段が無いなどで救急車を利用すると、本当に救急車を必要とする事故が発生した場合､遠くの救急車が出動することとなり､搬送に支障をきたすことがあります。緊急性が無く、自分で病院に行ける場合は､救急車以外の公共交通機関、患者等搬送事業者※１などを利用してください｡診てもらえる病院が分からないときは、飛騨地域救急病院案内(電話　０５７７－３４－３７９９)をご利用ください｡ただし、傷病者の様子や事故の状況などから、急いで病院へ搬送したほうが良いと思ったときは、迷わず１１９番通報をして下さい｡
※1患者等搬送事業者・・・定められた講習を受けた乗務員が就業しており、使用する車両も担架などを積載している。各消防本部で検査、認定している機関。(有料)

問い合わせ先　　高山消防署救急課　電話０５７７－３２－９２７２
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